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続く第 2 章では，日常的なマインドフルネス傾向を測定する質問紙である Mindful 
Attention Awareness Scale (MAAS)の邦訳版を作成し，日本人を対象としてデータを収
集し，尺度の信頼性・妥当性・測定精度を検討した。統計解析の結果，邦訳版尺度の
因子分析による内的整合性の確認，および Well being 関連尺度との相関や，項目反応
理論を用いた分析により，測定精度が担保されていることなどを確認した。  
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これに加えて，中性表情と比べて，怒り顔は注意を引きつけやすいことなどがわかっ
た。  






第 4 章では，機能的核磁気共鳴画像法（functional magnetic resonance imaging, fMRI）
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(1) マインドフルネス瞑想に関わる心理学と仏教用語の摺り合わせ  
(2) マインドフルネス瞑想にともなう自己観の変容過程の解明  





成 31 年 2 月 12 日，論文内容とそれに関連した試問を行った結果，合格と認めた。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
